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下山・新谷・山下・杉村・尾形・淺川

昨年に続き､新型コロナウィルスの影響で､子どもたちの活動も色々と制限のある学校生活だったと思います｡

今回私たちが取材させて頂いたなかよし班活動も､例年に比べ1/２程度の活動ではありましたが､その中でも

笑顔あふれる南っ子の姿を｢ひろば｣を通して保護者の皆様へお伝えできればと思い､活動報告をさせて頂きま

した｡

また､｢ひろばカラー版｣も南小ホームページにて掲載しております｡是非ご覧ください｡

これをもちまして､編集後記とさせて頂きます｡
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◇◆後期広報委員活動報告◆◇

１年生から６年生まで縦割りで

班に分かれて活動します。

なかよし遊びでは、６年生が遊びを

計画し、積極的に進めていました。

１年生は６年生から掃除のやり方を教わります。

頑張って掃除をした子には、リーダーさんから「おそうじかがやきさん」（賞）が送られます。

子どもが子どものがんばりを認める素敵な取り組みだと思います。

広々と全面を使い、思い切りドッジボールをしていました。

いろいろな遊びを通して、学年に関係なく子どもたちの仲が深まりました。

班ごと、各クラスに分かれて行いました。

自己紹介に加え、フルーツバスケットやハンカチ落とし、クイズなどで交流を図りました。

緊張して言葉につまっていた１年生に、６年生が優しく寄り添っている姿が微笑ましかったです。

フルーツバスケットでは、座れなかった下級生に、優しい６年生が自分の椅子を譲っていました。

校庭ではしっぽとり、増え鬼、ドロケイで遊んでいました。

さすが！子どもは風の子。寒さに負けず、元気良く走り回っていました。

掲示板や昼の放送で、

活動場所や遊びを確認します。




